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 ゼオライトやシリカゲル、メソポーラスシリカなどのナノ空間に内包された有機化合物は、バル

ク固体や溶液状態と異なる性質を示すことから新機能性材料開発の観点で着目されている。中で

も、我々の研究グループで開発したスーパーマイクロポーラスシリカ（SMPS）1 は、多くの機能

性有機分子のサイズに相当する、制御可能な 0.7～1.5 nm の細孔を有する点で、ホスト材料として

有用である。我々はこれまでに、多環式芳香族炭化水素(PAHs)が分子サイズと同じ径の細孔に内

包されると細孔内で単分子孤立状態を形成し、固体状態にありながら希薄溶液と同等の高い蛍光

量子収率を示すことを報告してきた。2, 3 

本研究では、ターゲット分子を PAHs から拡張させる目的で、芳香族ケトン部位を有するベン

ズアントロン（BA）に着目し、SMPS 細孔への内包と UV 照射下での発光挙動調査を行った。BA

は固体状態や非極性溶媒中ではほとんど発光しないが、プロトン性溶媒中では弱く発光すること

が知られている(量子収率～3%)。ところが、SMPS の細孔に内包させた場合には他の状態では観

測されないほど強い発光を示すことを見出した(量子収率～60%)。拡散反射 UV-Vis スペクトル、

蛍光スペクトル、Raman スペクトルなどによる解析の結果、この強い発光増強には分子の孤立担

持のみではなく、SMPS 内でのみ形成可能な強い水素結合が関与していることが示唆された。こ

の新たなメカニズムによる発光増強を応用すれば、多孔質シリカ内包分子の機能性をさらに広げ

ることが可能である。 

 

 

 

 

Fig. 1 Schematic image of BA incorporated into SMPS pores. 
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